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平成 20年 12月 19日 

会 員 各 位 

   

                 青山学院大学庭球部OB会 

会 長  堀 洋明 

                         

 

 青山学院大学庭球部 OB会通信 

 

本年も残すところ数日となり慌しい日々をお過ごし

の事と推察申し上げます。日頃からＯＢ会活動にご協

力頂き、何かと現役支援にお心使い頂いている皆様

方に深く感謝申し上げます。現役の学生諸君も充実

の学生生活を過ごせる様、練習に学業に励んでいる

毎日です。 

新しい幹部引き継ぎの折りに「初心忘るべからず」

の言葉を贈りました。この言葉は私が入社式の時に

社長から言われ、折りに触れ思い起こし行動の戒め

にしてきたものです。少しでも学生諸君が入部した時

の思いや目標を持ち続け思い起こしてくれる事に役立

てばと思い引用させて貰いました。現役は秋リーグ本

戦に男女共進出し今後の練習への課題も明らかに出

来て更なる練習へ励んでくれる事と期待しています。 

ＯＢ会の活動もメールマガジンの発行、故郷へ戻っ

たＯＢ・ＯＧの皆様方との連携強化、現役練習への若

手ＯＢの支援強化等、新しい試みに御協力頂いており

ます。現役からの情報もデジタルメールにより益々皆

様方に頻繁にお届けできればと思い、ぜひＯＢ会のホ

ームページにアクセス頂きメールアドレスを登録して

頂ければ幸いです。簡単に登録できる様に工夫され

ています。 

来る２月８日には新幹部を交え現役支援の会も開

催されます。直接現役へ励ましのお言葉をかけて頂き

たく多数の皆様方のご参加をお願い申し上げ、来る年

が良い年であり更なるＯＢ会へのご協力をお願いし、

ＯＢ会通信巻頭の辞とさせて頂きます。（堀洋明） 

 

1. 大学同窓祭開催 （9月 23日） 
 

第 15 回青山学院大学同窓祭が、青山キャンパスで

好天のもと 9/23(祝)に行われました。テニスの集いは高

等部テニスコートをお借りして実施しました。青学会館

で行われた懇親パーティーには、一部現役も含む 50名

以上の方が参加され恒例のフラダンスやビンゴ大会で

大いに盛り上がりました。 

 

■イベント参加者（敬称略） 

部長 井上 直子  S37 上野 哲嗣 S48 賀来 真知子 H10 山田 淳司 

副部長  竹田 賢    S38 高山 三恵子 S52 落合 由紀子 H11 山下 剛 

顧問 内藤 昭一  S39 高橋 宏子 S54 石毛 和子 H11 塩田 桜子 

顧問 武藤 元昭  S39 永橋 慧子 S54 高麗 ますみ H11 山田 周 

S28 徳永 勉 S40 堀 洋明 S55 響谷 隆 H12 岸本 明雄 

S29 平野 和夫 S40 深間内 隆 S56 祖父江 春美 H13 杉浦 佳樹 

S30 冨田 剛史 S40 松尾 嘉智子 S56 八田 智子 H13 柴田 憲一郎 

S30 堀川 博生 S43 浜田 朋 S57 青山 雅一 お客様  村松様 

S31 前澤 康成 S44 岡野 隆 S60 堆  圭介 お客様 秋元様 

S31 桜井 千代子 S44 小泉 稔 S60 河野 昭久 お客様 広瀬様 

S33 吉田 幸子 S45 上野 直樹 S63 善積 加江 現役 小林 恭之 

S35 堀江 秀基 S47 東村 滋子 H1 清信 裕子 現役 毛利 有希 

S35 西川 重喜 S47 木村 真知子 H5 岸本 法雄 現役 古賀 大幹 

S37 河崎 正隆 S47 小林 礼子 H7 中居 哲也 現役 白川 久美子 

S37 田中 仁 S48 小林 正夫 H8 竹内 正義       
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2. リーグ戦・入替戦（10月 11日）結果報告 
 

男子 青学大 3-6 関東学院大 

青学大 6-3 順天堂大 

青学大 6-3 東京農業大 

青学大 8-1 千葉商科大 

青学大 5-4 日本体育大 

(4勝 1敗) 3部 2位 

入替戦 青学大 2-7 筑波大(2部 5位) 

女子 青学大 4-3 駒沢大        

青学大 6-1 東京農大 

青学大 5-2 東海大 

青学大 3-4 日本体育大 

     青学大 2-5 慶大 

(3勝 2敗) 2部 3位 

 

リーグ戦は男子が 4勝 1敗で 3部準優勝し、2部 5位の筑波大と対戦しましたが力及ばず 3部残留が決定しまし

た。女子は初戦の駒沢大戦に勝利し、順当に勝ち進みましたが第４戦の日本体育大戦を接戦の末落とし、最終の慶

大戦にも敗れたため 2部 3位となり入替戦に進むことはできませんでした。 

 

        
 

3. 現役激励会のご案内 
 

行事・企画委員長  中居 哲也（Ｈ７年卒） 

2008年のリーグ戦は、男子が 3部リーグで 2位となり、4期連続の昇格を目指して 2部との入れ替え戦で筑波大

学と対戦しましたが、残念ながら力及ばず 3 部残留となりました。女子は 1 部との入れ替え戦への期待も高まりまし

たが、残念ながら最終的には 2部リーグで 3位という結果に終わりました。新しい年を迎え、新幹部のもとで新たなス

タートを切った現役諸君を激励し、2009 年こそ選手・監督・コーチをはじめ OB 各位の力を結集して念願の男子の 2

部昇格と女子の 1部復帰とを祈念し激励会を開催したいと思います。ご多用中とは存じますが、多くの OBの皆様に

ご参加いただき、現役との交流を深め激励の言葉を頂戴したいと思います。 

 

日 時：２００９年２月８日（日） １７：００～１９：３０ 

場 所：青学会館 ２階 ミルトス 

会 費：8,000円 （当日会場にてお支払い願います。） 

出欠のご返事を 1月 16日(金)までに FAXもしくは Emailでお知らせください。 

Email：agutennis@gmail.com 

FAX：03-3474-9207 

なお参加できなくても主旨にご賛同頂ける方は、1/16(金)までに一口 5,000円のご寄付を頂ければ幸いです。 

 

（寄付金の振込先） 

郵便局 口座番号 ００１３０－７－１４８５０７ 青山学院大学庭球部ＯＢ会 

三井住友銀行新宿西口支店 普通預金 ６７８１９７７ 青山学院大学庭球部ＯＢ会 

 

 

mailto:agutennis@gmail.com
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4. 現役幹部交代 (10月 12日) 
 

リーグ戦終了後、現役の幹部交代が行われました。よろしくご指導の程お願い致します。 

【男子】 

主将：中島拓也(3年) 主務：古賀大幹(3年) 会計：島田賢人(3年) 副将：小野田賢(2年) 副務：佐山陽介(2年) 

 

【女子】 

主将：松本千明(3年) 主務：白川久美子(3年) 会計：市邉麻実(3年) 副将：西改由衣(3年) 副務：佐々木香織(2年)

5. スポーツ推薦入試 
 

本年は男子 1名、女子 4名が合格しました。参考までに主な戦績を記載します。 

 

【男子】 

光山高史 経営学部経営学科 柳川高等学校 

2008/3 全国選抜大会 団体 優勝（ダブルス No.2で出場） 

 

【女子】 

降旗有沙 文学部フランス文学科 湘南工科大学附属高等学校 

2008/8 全国高等学校総合体育大会 団体 3位（シングルス No.1で出場） 

 

出嶋麻里子 文学部日本文学科 浦和学院高等学校 

2008/8 全国高等学校総合体育大会 団体 9位（シングルス No.2で出場） 

 

金山希以 文学部史学科 湘南工科大学附属高等学校 

2008/8 全国高等学校総合体育大会 団体 3位（ダブルス No.1で出場） 

  

原谷美冴 社会情報学部社会情報学科 湘南工科大学附属高等学校 

2008/8 全国高等学校総合体育大会 団体 3位（シングルス No.2で出場） 

 

6. 地域交流テニス教室開催（12月 16日） 

第１２回地域テニス教室を振り返って 

川原 牧子（Ｈ１年卒） 

２００３年に始めましたテニス教室もお蔭様で６年目

に入りました。年２回、春と秋に開催しています。 毎回

５０人募集のところ２００人近い応募を頂いております。

リピーターさんが多いのが嬉しい点です。今秋は１０月

１９日の日曜日に行いました。心配していたお天気も少

し風がありましたが好天に恵まれ、中嶋康博コーチの

熱心なご指導に皆さんよく耳をかたむけていらっしゃい

ました。 

面白かったのは、コンデイショニングというボールを

使った簡単なアップ練習をご紹介頂いたことです。簡単

なお遊びのようで、2個のボールを同時に受け取る練習

などから、手元のことともう 1 つの部分。具体的には自

分のことだけに夢中にならず、相手の位置、動きを意識

する練習。テニスとはそういうスポーツですと。また利き

手だけの運動でなく反対の手でも同じ動作ができるよう、

左右のバランスの重要性をおっしゃいました。 

その後実際にボールを打つ中で、漠然と打たない。

自分がどうする、どうしたい、の判断を早く！ということ

を強調されていました。最後に、何よりテニスをしていく

上で大事なことは、うまくいかなくても次こそは！と思う

強い気持ちだ、というお話で締めくくられ、今回も参加者

には大変喜んで頂けたと思います。 

このテニス教室の趣旨は地域との共生、共存を図り

ながら、学生の社会性を育むところにあります。長年培

ってきたテニスという得意な分野で色んな方々と接する

ことで、学生に社会に貢献することの楽しさ、素晴らしさ

を知ってほしい。更に言えば、社会における自分の能力、

魅力に気付き、自分はどう在るべきか、というところに辿

り着いてほしい、そんな思いです。そしてこれまで続け

てきて、気持ちよく自主的に行動できる学生が格段に増

えてきたように感じています。 

一方悩みもございます。指導コーチの設定です。我

が部卒業の OB 限定としてその都度お願いして引き受

けて頂いているのですが、皆様お忙しいのでなかなか

難しいです。今後皆様には、その辺り、指導者のご紹介

やご推薦を頂けますと誠にありがたいです。よろしくお

願いします。 
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7. 現役との新年会 
 

毎年恒例となっておりました現役の納会を秋リーグ等

の試合日程に配慮し本年度から中止します。代わりに

下記日程で新年会を開催します。 

日 時：２００９年１月１０日(土)  時間未定 

場 所：緑ヶ丘グランド 

当日は朝から練習とし合間の時間をとってクラブハウ

スで行います。現役からは今年一年の具体的な目標、

抱負を語ってもらいます。ご都合がよろしければ緑ヶ丘

グランドまで足をお運び頂ければ幸いです。 

 

8. Ａｌｌ青山テニス交流会 
 

年に一度中等部、高等部のテニス部員を招き現役学

生と練習を行っています。単にテニスの技術を学ぶだけ

でなく、青山学院の先輩後輩としてテニスを通して交流

することで大変有意義な場となっています。 

日 時：２００９年３月２０日(祝)  １０：００～ 

場 所：緑ヶ丘グランド 

参加した高等部の部員が刺激を受け大学の庭球部

に入部するケースもあり、部員勧誘にも有効なイベント

です。ＯＢ・ＯＧの皆様も是非お越しください！ 

 

9. 現役部員によるＯＢ会費徴収活動について 
 

ＯＢ会年会費の徴収は常に大きな課題となっていま

す。資金運営委員会（小林副会長）では、この度現役学

生によるＯＢ会費の徴収を実施することにしました。過

去にも行われていた活動ですが会費徴収率の低下に

歯止めをかけるべく再開することになりました。 

現役によるOB会費集金活動は、単にOB会に代わり

集金を行うのではなく、社会勉強の一貫としての意義が

あると考えています。未納者への集金は来年２月以降

実施する予定です。もし現役から連絡が入った場合は

ご対応の程よろしくお願い申し上げます。 

 

10. 中村家からのご寄付のご報告 
 

本年５月１８日に急逝された昭和３６年卒故中村昭氏

のご遺族からＯＢ会に２０万円のご寄付をいただきまし

た。葬儀当日、出口に並び参列者のお見送りをしてくれ

た現役学生への感謝と故人の現役を支援したいという

遺志を継いでとのことです。この場をお借りして厚く御礼

申し上げます。 

 

11. 会員訃報 
 

昭和１８年卒の稲田洋一氏が、平成20年10月20日に

ご逝去されました。また昭和３９年卒の松浦正和氏が、

平成20年11月17日にご逝去されました。謹んでご冥福

をお祈り申し上げます。 

 庭球部ホームページアドレス  

agu-tennis.com 
 

 ＯＢ会員専用ＩＤ  

agu 
 

 パスワード  

ob 
 

ＯＢ会費納入のお願い 

お振込をお忘れの方！下記口座まで至急納入下さい。 

＊郵便局:00130-7-148507 

青山学院大学庭球部ＯＢ会 代表 祖父江 春美 

＊三井住友銀行新宿西口支店 

普通 №6781977 

青山学院大学庭球部ＯＢ会 代表 今井 奈々恵 

年  会  費   男性 8000円  女性 6000円 

●自動振込の方は 7,8月に自動引き落としされます。 

●それ以外の方は振込用紙でお振込みいただきます。 

●グランド OB(60 歳以上:今年は S46 年度卒業以前)

は会費免除ですがご寄付のご協力をお願いします。 

ご寄付のお願い グランド OB   5000円／1口  

年会費 １２３名   ￥８６２，０００ 

ＧＯＢ   ６１名   ￥３４０，０００           

合計   １８４名 ￥１，２０２，０００ (11/末実績) 

 

編集後記……………………………………………… 

 「練習は嘘をつかない」、今年史上最年少で年間獲得

賞金 1 億円を突破したプロゴルファー石川遼（17 才）の

言葉です。一流プロが安全策をとるホールでも常にドラ

イバーで果敢に攻めるプレースタイルはファンを魅了し

ました。「どんなに緊張した場面でもドライバーを持つと

不思議と安心できた」とはまさに練習に裏付けされた自

信なのでしょう。またそこまで自信が持てるのも並大抵

の練習ではなかった証だと思います。 

 さて現役選手は秋リーグを戦っている最中です。来年

こそは男女ともリーグ昇格できるよう、とことん練習に打

ち込んでほしいと思います。そして、石川選手のように

練習に裏打ちされた真の自信を掴んでほしいものです。

我々ＯＢ会も更に支援の輪を広げ、現役をバックアップ

していきたいと思います。（あ） 

…………………………………………………………… 

編集責任： 青山 雅一 (事務局長) 

アドレス：masakazu_aoyama@yahoo.co.jp 

所 在 地：〒107-0061 東京都港区北青山 1-6-5-704 

TEL・FAX：０３－５７７２－３８３２ 

携帯電話：０８０－３２４２－８２００ 


